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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月16日(2017.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のための方法であって、
　一定値を備える信号を第１のシステム中の第１の送信機によって送信することと、
　第２のシステム中の第２の受信機において前記信号を受信することと、
　前記受信された信号に基づいて前記第２の受信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定するこ
とと
を備え、
　前記第１のシステムおよび前記第２のシステムは、同一のワイヤレス通信デバイスに含
まれていて、
　前記第１のシステムと前記第２のシステムとは、異なるタイプのワイヤレスシステムで
ある、
　方法。
【請求項２】
　前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することは、
　　同相ブランチ上および直交ブランチ上の電力を測定することと、
　　前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の相互相関を測定することと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することは、さらに、
　　前記同相ブランチ上の前記電力および前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前
記第２の受信機の利得不均衡を決定することと、



(2) JP 2017-511007 A5 2017.12.28

　　前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の前記相互相関、および前記同相ブラン
チ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の位相不均衡を決定することと
を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のシステム中の第１の合成器を第１の周波数に設定することと、
　前記第２のシステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定することと
をさらに備え、
　前記第１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の周波数および前記第２の周波数は、前記第２の受信機についての有効帯域幅
範囲内にある、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のシステム中の第２の送信機によってデジタルトーンを送信することと、
　前記第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトーンを受信すること
と、
　前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記第２のシステム中の前記第２の送信機に
ついての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のシステムは、ＷｉＦｉシステム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、またはロン
グタームエボリューションシステムであり、
　前記第２のシステムは、ＷｉＦｉシステム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、またはロン
グタームエボリューションシステムである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記信号は、さらに、第１の一定値に設定された同相成分と、第２の一定値に設定され
た直交成分とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のシステムおよび前記第２のシステムは、結合型システムオンチップ上にある
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のために構成されたワイヤレス通信デバイスであって
、
　一定値を備える信号を第１のシステム中の第１の送信機によって送信するための手段と
、
　第２のシステム中の第２の受信機において前記信号を受信するための手段と、
　前記受信された信号に基づいて前記第２の受信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定するた
めの手段と
　を備え、
　前記第１のシステムと前記第２のシステムとは、異なるタイプのワイヤレスシステムで
ある、
　ワイヤレス通信デバイス。
【請求項１１】
　前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための前記手段は、
　　同相ブランチ上および直交ブランチ上の電力を測定するための手段と、
　　前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の相互相関を測定するための手段と
を備える、請求項１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１２】
　前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための前記手段は、さらに、
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　　前記同相ブランチ上の前記電力および前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前
記第２の受信機の利得不均衡を決定するための手段と、
　　前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の前記相互相関、および前記同相ブラン
チ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の位相不均衡を決定するための手段と
を備える、請求項１１に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１３】
　前記第１のシステム中の第１の合成器を第１の周波数に設定するための手段と、
　前記第２のシステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定するための手段と
をさらに備え、
　前記第１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、
　請求項１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１４】
　前記第２のシステム中の第２の送信機によってデジタルトーンを送信するための手段と
、
　前記第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトーンを受信するため
の手段と、
　前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記第２のシステム中の前記第２の送信機に
ついての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための手段と
をさらに備える、請求項１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の方法を実装するための命令を備えるコン
ピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　[00154]請求項は、上に例示された厳密な構成およびコンポーネントに限定されないこ
とを理解されたい。特許請求の範囲を逸脱することなく、本明細書に記載のシステム、方
法、および装置の、配置、動作、および詳細に、様々な修正、変更、および変形が加えら
れてもよい。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明が付記される。　
　［Ｃ１］同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のための方法であって、一定値を備える信号
を第１のシステム中の第１の送信機によって送信することと、第２のシステム中の第２の
受信機において前記信号を受信することと、前記受信された信号に基づいて前記第２の受
信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定することと備える方法。
　［Ｃ２］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することは、同相ブランチ上および直交ブランチ上の
電力を測定することと、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の相互相関を測定す
ることとを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することは、さらに、前記同相ブランチ上の前記電力
および前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の利得不均衡を決定
することと、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の前記相互相関、および前記同
相ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の位相不均衡を決定することとを
備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］前記第１のシステム中の第１の合成器を第１の周波数に設定することと、前記
第２のシステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定することとをさらに備え、前記第
１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］前記第１の周波数および前記第２の周波数は、前記第２の受信機についての有
効帯域幅範囲内にある、Ｃ４に記載の方法。
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　［Ｃ６］前記第２のシステム中の第２の送信機によってデジタルトーンを送信すること
と、前記第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトーンを受信するこ
とと、前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記第２のシステム中の前記第２の送信
機についての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］前記第１のシステムは、ＷｉＦｉシステム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、ま
たはロングタームエボリューションシステムであり、前記第２のシステムは、ＷｉＦｉシ
ステム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、またはロングタームエボリューションシステムで
ある、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］前記第１のシステムと前記第２のシステムとは、異なるタイプのワイヤレスシ
ステムである、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］前記信号は、さらに、第１の一定値に設定された同相成分と、第２の一定値に
設定された直交成分とを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］前記第１のシステムおよび前記第２のシステムは、結合型システムオンチッ
プ上にある、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のために構成されたワイヤレス通信デバイ
スであって、プロセッサと、前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、前記メモリ
に記憶された命令とを備え、前記命令は、一定値を備える信号を第１のシステム中の第１
の送信機によって送信し、第２のシステム中の第２の受信機において前記信号を受信し、
前記受信された信号に基づいて前記第２の受信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定するため
に前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１２］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するために実行可能な前記命令は、同相ブランチ上
および直交ブランチ上の電力を測定し、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の相
互相関を測定するために実行可能な命令を備える、Ｃ１１に記載のワイヤレス通信デバイ
ス。
　［Ｃ１３］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するために実行可能な前記命令は、さらに、前記同
相ブランチ上の前記電力および前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受
信機の利得不均衡を決定し、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の前記相互相関
、および前記同相ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の位相不均衡を決
定するために実行可能な命令を備える、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１４］前記命令は、さらに、前記第１のシステム中の第１の合成器を第１の周波数
に設定し、前記第２のシステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定するために実行可
能であり、前記第１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、Ｃ１１
に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１５］前記第１の周波数および前記第２の周波数は、前記第２の受信機についての
有効帯域幅範囲内にある、Ｃ１４に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１６］前記命令は、さらに、前記第２のシステム中の第２の送信機によってデジタ
ルトーンを送信し、前記第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトー
ンを受信し、前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記第２のシステム中の前記第２
の送信機についての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するために実行可能である、Ｃ１１に記載の
ワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１７］前記第１のシステムは、ＷｉＦｉシステム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、
またはロングタームエボリューションシステムであり、前記第２のシステムは、ＷｉＦｉ
システム、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム、またはロングタームエボリューションシステム
である、Ｃ１１に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１８］前記第１のシステムと前記第２のシステムとは、異なるタイプのワイヤレス
システムである、Ｃ１７に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ１９］前記信号は、さらに、第１の一定値に設定された同相成分と、第２の一定値
に設定された直交成分とを備える、Ｃ１１に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２０］前記第１のシステムおよび前記第２のシステムは、結合型システムオンチッ
プ上にある、Ｃ１１に記載のワイヤレス通信デバイス。
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　［Ｃ２１］同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のために構成されたワイヤレス通信デバイ
スであって、一定値を備える信号を第１のシステム中の第１の送信機によって送信するた
めの手段と、第２のシステム中の第２の受信機において前記信号を受信するための手段と
、前記受信された信号に基づいて前記第２の受信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定するた
めの手段とを備える、ワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２２］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための前記手段は、同相ブランチ上および直交
ブランチ上の電力を測定するための手段と、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間
の相互相関を測定するための手段とを備える、Ｃ２１に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２３］前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための前記手段は、さらに、前記同相ブランチ
上の前記電力および前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の利得
不均衡を決定するための手段と、前記同相ブランチと前記直交ブランチとの間の前記相互
相関、および前記同相ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の位相不均衡
を決定するための手段とを備える、Ｃ２２に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２４］前記第１のシステム中の第１の合成器を第１の周波数に設定するための手段
と、前記第２のシステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定するための手段とをさら
に備え、前記第１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、Ｃ２１に
記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２５］前記第２のシステム中の第２の送信機によってデジタルトーンを送信するた
めの手段と、前記第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトーンを受
信するための手段と、前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記第２のシステム中の
前記第２の送信機についての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定するための手段とをさらに備える、
Ｃ２１に記載のワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ２６］同相－直交（Ｉ－Ｑ）不均衡較正のためのコンピュータプログラム製品であ
って、命令を有する非一時的なコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、ワイヤレス通
信デバイスに、一定値を備える信号を第１のシステム中の第１の送信機によって送信させ
るためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、第２のシステム中の第２の受信機に
おいて前記信号を受信させるためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記受信
された信号に基づいて前記第２の受信機についてのＩ－Ｑ不均衡を推定させるためのコー
ドとを備える、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２７］前記ワイヤレス通信デバイスに、前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定させるための前記
コードは、前記ワイヤレス通信デバイスに、同相ブランチ上および直交ブランチ上の電力
を測定させるためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記同相ブランチと前記
直交ブランチとの間の相互相関を測定させるためのコードとを備える、Ｃ２６に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２８］前記ワイヤレス通信デバイスに、前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定させるための前記
コードは、さらに、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記同相ブランチ上の前記電力およ
び前記直交ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の受信機の利得不均衡を決定させ
るためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記同相ブランチと前記直交ブラン
チとの間の前記相互相関、および前記同相ブランチ上の前記電力に基づいて、前記第２の
受信機の位相不均衡を決定させるためのコードとを備える、Ｃ２７に記載のコンピュータ
プログラム製品。
　［Ｃ２９］前記ワイヤレス通信デバイスに、前記第１のシステム中の第１の合成器を第
１の周波数に設定させるためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記第２のシ
ステム中の第２の合成器を第２の周波数に設定させるためのコードとをさらに備え、前記
第１の周波数と前記第２の周波数とは、第３の周波数だけ異なる、Ｃ２６に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
　［Ｃ３０］前記ワイヤレス通信デバイスに、前記第２のシステム中の第２の送信機によ
ってデジタルトーンを送信させるためのコードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記
第２のシステム中の前記第２の受信機において前記デジタルトーンを受信させるためのコ
ードと、前記ワイヤレス通信デバイスに、前記受信されたデジタルトーンに基づいて前記



(6) JP 2017-511007 A5 2017.12.28

第２のシステム中の前記第２の送信機についての前記Ｉ－Ｑ不均衡を推定させるためのコ
ードとをさらに備える、Ｃ２６に記載のコンピュータプログラム製品。
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